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平成20年度各会計決算の概要

瑞小・中学校屋内運動場の耐震補強工事
子 育 て 支 援 の 充 実

主
な
歳
入

主
な
歳
出

　

平
成
21
年
第
３
回
議
会
定
例
会
は
、
９
月
16
日
か

ら
18
日
ま
で
の
３
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
11
議
案
は
質
疑
の
後
、
採
決
の
結
果

原
案
ど
お
り
可
決
、
ま
た
請
願
１
件
と
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
陳
情
２
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
外
６
特
別
会
計
決
算
は
、

総
括
質
疑
を
行
い
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
２
議
員
が
行
い
町
政
の
課
題
を
問

い
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
睦
沢
町
一

般
会
計
外
６
特
別
会
計
決

算
に
つ
い
て
、
町
長
よ
り

提
案
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
で
は
、
子
ど

も
園
の
開
設
に
よ
る
、
就

学
前
の
子
ど
も
へ
の
教
育

・
保
育
等
の
提
供
、
親
子

の
遊
び
場
、
子
育
て
相
談
、

情
報
の
提
供
、
一
時
保
育

な
ど
子
育
て
支
援
の
充
実

で
す
。

　

教
育
施
設
整
備
で
は
、

瑞
沢
小
学
校
・
中
学
校
の

屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強

工
事
の
実
施
で
す
。

　

生
活
環
境
面
で
は
、
川

田
橋
の
架
け
換
え
工
事
の

着
工
、
農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策
事
業
に
よ

る
、
地
域
住
民
の
共
同
活

動
と
営
農
活
動
支
援
の
実

施
で
す
。

　

財
政
面
で
は
、
自
主
財

源
で
あ
る
税
収
入
は
、
さ

ら
に
減
少
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
比
全
体
で
10
・

49
％
の
減
と
な
り
、
町
税

は
、
対
前
年
度
比
440
万
円

の
増
で
、
徴
収
率
は
、
92

・
09
％
と
0.1
％
減
少
し
ま

し
た
。

　

地
方
譲
与
税
は
、
328
万

円
の
減
、
ゴ
ル
フ
場
利
用

税
交
付
金
、
自
動
車
取
得

税
交
付
金
、
地
方
特
例
交

付
金
等
で
１
千
700
万
円
の

減
で
す
。

　

地
方
交
付
税
に
臨
時
財

政
対
策
債
を
加
え
た
額
で

は
３
千
694
万
円
の
増
で
す
。

　

分
担
金
及
び
負
担
金
は
、

農
村
振
興
総
合
整
備
事
業

及
び
か
ず
さ
有
機
セ
ン
タ

ー
事
業
に
伴
う
も
の
な
ど

で
３
千
127
万
円
の
減
で
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
中
学

校
校
舎
と
食
堂
・
柔
剣
道

道
の
耐
震
補
強
や
こ
ど
も

園
建
築
工
事
の
完
了
な
ど

で
７
千
410
万
円
の
減
で
す
。

　

県
支
出
金
は
、
１
千
623

万
円
の
増
で
す
。

　

財
産
収
入
は
、
長
者
団

地
売
払
収
入
な
ど
で
673
万

円
の
増
で
す
。

　

前
年
度
比
全
体
で
11

・

８
％
の
減
で
す
。

　

総
務
費
は
、
広
報
「
む

つ
ざ
わ
」
の
発
行
や
企
画

事
務
な
ど
で
す
。

　

民
生
費
は
、
福
祉
交
流

セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
業
務
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
活
動

支
援
な
ど
で
す
。

　

衛
生
費
は
、
生
活
習
慣

改
善
指
導
の
強
化
、
有
害

鳥
獣
の
捕
獲
、
開
発
公
社

の
解
散
に
伴
う
浄
化
槽
の

維
持
管
理
な
ど
で
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、

「
園
芸
王
国
ち
ば
」
強
化

支
援
事
業
と
し
て
生
産
施

設
の
拡
充
助
成
な
ど
で
す
。

　

土
木
費
は
、
川
田
橋
の

架
け
換
え
工
事
や
３
路
線

の
道
路
改
良
工
事
な
ど
で

す
。

　

教
育
費
は
、
瑞
沢
小
学

校
と
中
学
校
体
育
館
の
耐

震
補
強
工
事
、
土
睦
小
学

校
給
食
・
家
庭
科
棟
の
耐

震
２
次
診
断
、
各
小
学
校

へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
姉
妹
校
と
の

交
流
な
ど
で
す
。

　

寄
付
金
は
、

ガ
ス
会
社
２
社

な
ど
か
ら
の
618

万
円
で
す
。

　

繰
入
金
は
、

ふ
る
さ
と
創
生

基
金
外
２
基
金

か
ら
８
千
513
万

円
で
３
億
５
千

513
万
円
の
減
で

す
。

　

諸
収
入
は
、

長
生
郡
南
部
開

発
公
社
清
算
金

な
ど
で
３
千
755

万
円
の
増
で
す
。

耐震補強した中学校屋内運動場

　

町
債
は
、
臨
時
財
政
対

策
債
な
ど
で
４
千
570
万
円

の
減
で
す
。
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一 般 会 計 決 算

議会費（2.8％）
7,695万円

商工費（0.1％）
260万円

総務費（16.6％）
5億2,208万円

民生費（18.4％）
5億7,947万円

衛生費（9.8％）
3億783万円

災害復旧費（0.1％）
119万円

地方譲与税（2.5％）
7,623万円

地方消費税交付金
5,909万円（1.9％）

ゴルフ場利用税
交付金（2.2％）
6,722万円

自動車取得税交付金
4,279万円（1.4％）

分担金及び負担金
1,039万円（0.3％）

使用料及び手数料
8,064万円（2.7％）

国庫支出金（3.4％）
1億316万円
財産収入（0.4％）
1,046万円
繰入金（2.8％）
8,514万円
諸収入（2.6％）
7,746万円

その他（0.7％）
2,176万円

地方交付税
（28.8％）
９億6,300万円

町税（24.3％）
8億1,012万円 総務費（21.2％）

5億8,948万円

民生費（16.5％）
4億5,985万円

衛生費（11.0％）
3億820万円

農林水産業費
（8.8％）
2億4,462万円

土木費（3.7％）
1億249万円
消防費（5.3％）
1億4,796万円

教育費（18.6％）
5億1,562万円

公債費（11.9％）
3億2,995万円

町税（27.4％）
8億1,453万円

地方交付税
（34.8％）
10億3,413万円

県支出金（6.8％）
2億245万円

繰越金（6.3％）
1億8,741万円

町債（3.8％）
1億1,480万円 耕作放棄地を耕す

トラクター

工事中の川田橋

ため池補完整備工事
（下之郷）

歩行者待避所を設置した
交差点（上市場）

歳入総額
29 億 6,590 万円

歳出総額
27 億 7,891 万円
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国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
　　歳入	 ９億	6,965万円 　　歳出	 ９億	1,399万円 　保険税 738 万円を不納欠損処

理し、保険税の収入未済額は
6,233 万円です。国民健康保険の
加入状況は、年度末で1,313世帯、
被保険者数 2,481 人で、主に後
期高齢者医療制度への移行に伴
い減少しました。

（主な内容） （主な内容）
国 保 税 ２億4,008万円 保 険 給 付 費 5億6,948万円
国 県 支 出 金 ２億2,831万円 後期高齢者支援金等 9,883万円
療養給付費等交付金 7,482万円 老人保健拠出金 1,758万円
前期高齢者交付金 １億7,297万円 介 護 納 付 金 4,620万円
繰 入 金 5,931万円 基 金 積 立 金 4,270万円

老 人 保 健 特 別 会 計
　　歳入	 １億	1,013万円 　　歳出	 １億	 383万円 　老人保健法が改正され、後期

高齢者医療制度に移行され、経
過措置期間の初年度での決算と
なりました。医療給付費は、国
保団体連合会へ 1,513 件、社会
保険診療報酬支払基金へ 577 件
の支出です。

（主な内容） （主な内容）
支払基金交付金 3,136万円 医 療 諸 費 6,147万円
国 県 支 出 金 4,150万円 諸 支 出 金 4,236万円
繰 入 金 902万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計
　　歳入	 	5,212万円 　　歳出	 	4,687万円 　久保地区と北部地区を合わせ

て 142 戸と、特定地域生活排水
処理事業で 173 戸が稼働してい
ます。特定地域生活排水処理事
業は合併処理浄化槽 9基を新た
に設置しました。

（主な内容） （主な内容）
分担金及び負担金 347万円 総 務 費 979万円
使用料及び手数料 1,306万円 農 業 集 落 排 水 事 業 費 779万円
国 庫 支 出 金 278万円 特 定 地 域 生 活 排 水 処 理 事 業 費 1,432万円
繰 入 金 2,874万円 公 債 費 1,497万円

介 護 保 険 特 別 会 計
　　歳入	 5 億	3,766 万円 　　歳出	 5 億	1,563 万円 　第１号被保険者数は 2,231 人、

第２号被保険者数は 2,811 人、要
介護（要支援）認定者は 328 人、
サービス利用者は、在宅 190 人、
地域密着型 2 人、施設利用者は
74人です。

（主な内容） （主な内容）
保 険 料 9,171万円 総 務 費 2,543万円
国 県 支 出 金 1億9,478万円 保 険 給 付 費 4億5,775万円
支払基金交付金 1億4,496万円 地 域 支 援 事 業 815万円
繰 入 金 8,673万円 基 金 積 立 金 1,645万円

か ず さ 有 機 セ ン タ ー 特 別 会 計
　　歳入	 	2,518万円 　　歳出	 	2,297万円 　本町と一宮町との直営方式に

なり年間通しての決算となりま
した。
　平成 20 年度のたい肥販売実
績は 3,191トンでした。

（主な内容） （主な内容）
事 業 収 入 1,986万円 総 務 費 35万円
使用料及び手数料 59万円 事 業 費 2,262万円
繰 入 金 430万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
　　歳入	 	6,837万円 　　歳出	 	6,775万円 　平成 20 年度に初めての決算

となり、被保険者数は、特別
徴収による被保険者が 1,058 人、
普通徴収による被保険者が 295

人です。

（主な内容） （主な内容）
保 険 料 3,969万円 総 務 費 1,140万円
繰 入 金 2,768万円 広域連合納付金 5,625万円
諸 収 入 91万円 保 健 事 業 費 10万円
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一	

般	

会	

計

総　

括　

質　

疑

総　

務

財　

政

平成 20 年度睦沢町健全化判断比率 （単位：％）

健全化判断比率 平成 20 年度 早期健全化基準 財政再生化基準

ア 実 質 赤 字 比 率 ― １５．００ ２０．００

イ 連結実質赤字比率 ― ２０．００ ４０．００

ウ 実 質 公 債 費 比 率 １１．９０ ２５．００ ３５．００

エ 将 来 負 担 比 率 １１１．３０ ３５０．００

平成 20 年度資金不足比率 （単位：％）

会 計 の 名 称 平成 20 年度 経営健全化基準

農業集落排水事業特別会計 ― ２０．００

※ 実質赤字比率及び連結実質赤字比率については赤字額がない
ため、また資金不足比率については、資金不足額がないため

「－」と記載しています。

決算審査特別委員会現地調査（長生病院）

※詳しくは、町のホームページなどをご覧ください。

（
報
告
第
１
号
）

　

平
成
20
年
度
睦
沢
町
健

全
化
判
断
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
よ
り
、
４
つ
の

指
標
か
ら
な
る
健
全
化
判

断
比
率
が
監
査
委
員
の
審

査
に
付
さ
れ
、
そ
の
意
見

を
つ
け
て
議
会
に
報
告
、

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
は
昨
年
度

と
同
様
に
政
令
で
定
め
る

基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
各
比
率
は
、
別

表
の
と
お
り
で
す
。

　

審
査
の
意
見

　

実
質
収
支
及
び
連
結
実

質
収
支
は
黒
字
で
あ
る
た

め
、
実
質
赤
字
比
率
及
び

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
発

生
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

各
比
率
は
、
い
ず
れ
も
政

令
で
定
め
る
基
準
を
下
回

っ
て
お
り
、
今
後
も
引
き

続
き
健
全
な
財
政
運
営
を

お
願
い
し
た
い
。

（
報
告
第
２
号
）

　

平
成
20
年
度
睦
沢
町
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
資
金
不
足
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政

健
全
化
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
報
告
で
す
。

　

算
定
の
結
果
、
資
金
不

足
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

　

審
査
の
意
見

　

資
金
不
足
は
生
じ
て
い

な
い
た
め
、
資
金
不
足
比

率
は
発
生
せ
ず
、
経
営
状

況
は
良
好
な
状
態
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き

続
き
健
全
な
経
営
を
お
願

い
し
た
い
。

〔
市
原
時
夫
議
員
〕
町
長

は
、
決
算
提
案
説
明
で
、

政
府
の
景
気
対
策
の
評
価

と
景
気
の
持
ち
直
し
へ
の

期
待
を
表
明
し
て
い
る
。

　

国
の
政
策
そ
の
ま
ま
で

は
な
く
、
町
民
の
暮
ら
し

を
守
る
視
点
か
ら
リ
ア
ル

に
厳
し
く
見
る
べ
き
だ
が
。

〔
町
長
〕
マ
ス
コ
ミ
等
も

参
考
に
、
町
政
を
良
く
し

て
い
く
立
場
で
見
て
い
ま

す
。

〔
議
員
〕
貧
困
格
差
が
広

が
っ
て
い
る
。
奨
学
金
の

あ
り
方
も
、
返
済
し
な
く

て
も
い
い
よ
う
に
、
政
府

に
求
め
る
姿
勢
を
示
し
て

は
ど
う
か
。

〔
町
長
〕
町
と

し
て
の
特
色
も

検
討
し
ま
す
。

〔
議
員
〕
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

ど
う
進
ん
で
い

る
の
か
。

〔
健
康
福
祉
課

長
〕
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、

カ
ラ
オ
ケ
愛
好

会
な
ど
福
祉
施

設
へ
の
慰
問
、

単
位
老
人
ク
ラ

ブ
や
給
食
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
含

め
て
、
19
団
体
507
人
と
の

こ
と
で
す
。

〔
生
涯
学
習
担
当
主
幹
〕

公
民
館
・
資
料
館
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
、
公
民
館

で
３
団
体
、
資
料
館
で
６

名
の
登
録
と
資
料
館
友
の

会
が
48
名
で
す
。

〔
東
條
勝
昭
議
員
〕
町
税

の
不
納
欠
損
（
徴
収
不

能
部
分
）
と
収
入
未
済
額

（
滞
納
額
）
が
多
額
で
あ

る
が
、
取
り
組
み
の
成
果

は
あ
っ
た
の
か
。

〔
町
長
〕
職
員
も
一
生
懸

命
に
、
ま
た
専
従
員
の
方

に
も
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
現
状
に
つ
い
て
は
、

お
詫
び
し
ま
す
。

〔
税
務
住
民
課
長
〕
町
税

で
の
不
能
欠
損
額
は
昨
年

度
比
10
倍
で
す
。

　

本
来
、
徴
収
が
消
滅
し

て
い
た
部
分
を
見
直
し
精

査
し
た
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
収
入
未
済
額
は

景
気
低
迷
の
影
響
な
ど
で

納
付
で
き
な
い
現
状
が
あ

り
ま
し
た
。

〔
今
関
澄
男
議
員
〕
ふ
る

さ
と
納
税
の
実
績
は
。

〔
町
長
〕
地
域
は
す
べ
て

平
等
に
発
展
す
る
と
い
う

原
則
に
基
づ
き
実
施
し
て

い
ま
す
。

〔
企
画
財
政
担
当
主
幹
〕

実
績
は
４
件
18
万
円
で
す
。

l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l

llllllllllllllllllllllllllllllllllllll

lllllllllllll
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農
集
排
事
業
特
別
会
計

国
保
特
別
会
計

〔
久
保
田
洋
之
議
員
〕
経

常
収
支
比
率
（
財
政
構
造

の
弾
力
性
を
判
断
す
る
比

率
）
が
4.2
％
改
善
さ
れ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
取
り
組

み
の
内
容
は
。

〔
企
画
財
政
担
当
主
幹
〕

職
員
数
や
議
員
数
の
減
少

に
よ
る
人
件
費
の
減
、
有

機
セ
ン
タ
ー
の
た
い
肥
の

売
り
上
げ
収
入
が
財
源
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
で
す
。

〔
市
原
時
夫
議
員
〕
町
税

が
増
え
て
い
る
こ
と
や
、

全
県
的
に
徴
収
率
が
良
い

こ
と
な
ど
、
町
民
の
行
政

へ
の
協
力
を
し
っ
か
り
評

価
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　

ま
た
、
税
負
担
の
公
平

性
を
言
う
の
な
ら
、
庶
民

増
税
の
一
方
、
大
企
業
・

大
資
産
家
へ
の
税
の
軽
減

な
ど
の
不
公
平
さ
こ
そ
問

題
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

〔
税
務
住
民
課
長
〕
滞
納

金
の
徴
収
率
が
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。
町
税
の
徴
収

率
は
県
下
で
13
番
、
郡
市

内
で
は
１
番
で
す
。

　

ま
た
、
国
保
税
も
県
内

９
番
目
の
徴
収
率
で
す
。

〔
町
長
〕
権
利
と
義
務
が

民
主
主
義
の
原
則
で
す
。

そ
の
立
場
で
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
た
上
で
の
認
識
で
す
。

インフルエンザ対策（庁舎内）

捕獲されたイノシシ

総　　　　括　　　　質　　　　疑

〔
今
関
澄
男
議
員
〕
佐
貫
、

妙
楽
寺
地
域
で
の
イ
ノ
シ

シ
被
害
が
甚
大
だ
。
山
林

の
放
置
、
耕
作
放
棄
地
な

ど
の
影
響
に
よ
る
人
災
と

考
え
て
い
る
。

　

捕
獲
の
状
況
と
撲
滅
に

は
隣
接
す
る
自
治
体
と
の

連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

〔
生
活
環
境
担
当
主
幹
〕

全
体
で
20
頭
で
、
銃
に
よ

る
駆
除
は
１
頭
で
す
。
長

南
町
、
長
柄
町
で
も
被
害

が
多
く
、
一
宮
町
、
長
生

村
に
も
現
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

郡
の
課
長
会
議
で
も
連

携
の
話
が
出
て
お
り
、
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

〔
幸
治
正
雄
議
員
〕
県
内

で
は
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
時
に

事
故
が
起
き
た
が
、
事
故

防
止
の
指
導
は
行
っ
て
い

る
の
か
。

〔
町
長
〕
安
全
に
と
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

〔
生
活
環
境
担
当
主
幹
〕

猟
友
会
の
方
々
に
、
安
全

確
認
の
措
置
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

〔
市
原
時
夫
議
員
〕
現
実

に
は
住
民
は
必
死
だ
。
駆

除
を
実
施
し
た
と
い
う
だ

け
で
は
だ
め
だ
。

　

総
合
的
な
環
境
問
題
、

共
存
問
題
な
ど
の
視
点
か

ら
、
先
進
地
視
察
や
有
害

鳥
獣
サ
ミ
ッ
ト
を
開
く
な

ど
の
取
り
組
み
を
し
て
は

ど
う
か
。

〔
町
長
〕
で
き
る
範
囲
か

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

〔
市
原
時
夫
議
員
〕
一
世

帯
の
人
数
が
減
少
し
て
い

る
現
在
、
一
人
あ
た
り
で

は
増
税
に
な
っ
て
い
る
。

　

決
算
の
内
容
か
ら
見
る

と
引
き
下
げ
ら
れ
る
と
思

う
が
。

〔
町
長
〕
本
町
で
は
健
康

に
関
し
て
多
く
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

病
気
に
な
る
前
に
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
自
己
管
理

を
お
願
い
し
、
即
対
応
す

べ
き
所
か
ら
予
算
措
置
を

し
て
、
町
民
の
方
々
に
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

〔
市
原
時
夫
議
員
〕
特
定

地
域
生
活
排
水
処
理
事
業

で
、
新
築
さ
れ
た
家
も
基

準
内
で
間
違
い
な
く
進
ん

で
い
る
の
か
。

〔
町
長
〕
様
々
な
条
件
が

あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に

は
自
己
負
担
金
32
万
５
千

円
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

〔
生
活
環
境
担
当
主
幹
〕

新
築
さ
れ
る
方
に
対
し
、

申
請
な
ど
の
段
階
で
現
地

と
図
面
な
ど
で
確
認
を
し
、

間
違
い
の
な
い
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

福　

祉

環　

境

〔
江
澤
利
文
議
員
〕
本
町

で
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
は
。

〔
町
長
〕
全
世
帯
に
予
防

を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
を

配
布
、
広
報
紙
に
掲
載
し
、

電
話
に
よ
る
相
談
に
も
応

じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
来
庁
す
る
町
民

用
の
マ
ス
ク
と
消
毒
薬
の

備
蓄
を
し
、
担
当
職
員
の

防
護
服
の
備
蓄
、
庁
内
会

議
に
お
い
て
情
報
の
提
供

と
、
職
員
が
発
症
し
た
場

合
の
対
応
策
な
ど
を
検
討

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
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決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

介
護
保
険
特
別
会
計

か
ず
さ
有
機

セ
ン
タ
ー
特
別
会
計

後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計

決算審査特別委員会

〔
市
原
時
夫
議
員
〕
介
護

従
事
者
の
待
遇
改
善
に
つ

い
て
、
町
内
の
関
連
施
設

と
具
体
的
な
協
議
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

〔
健
康
福
祉
課
長
〕
町
内

の
施
設
で
は
今
年
８
月
初

旬
に
県
か
ら
説
明
会
が
あ

っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
具
体
的
な
取
り

組
み
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
取

り
組
む
考
え
が
あ
る
よ
う

で
す
。

　

今
後
の
動
き
を
見
な
が

ら
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〔
議
員
〕
社
会
福
祉
協
議

会
を
通
し
て
と
い
う
事
で

あ
る
が
、
実
態
を
つ
か
む

努
力
を
町
が
す
べ
き
で
は
。

〔
町
長
〕
ご
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

〔
市
原
時
夫
議
員
〕
政
権

交
代
後
、
制
度
廃
止
の
可

能
性
が
強
い
が
、
具
体
的

な
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

〔
健
康
福
祉
課
長
〕
今
後
、

国
の
動
向
、
県
の
対
応
、

指
導
等
に
よ
り
対
応
し
ま

す
。

　

平
成
20
年
度
各
会
計
決

算
を
審
査
す
る
た
め
特
別

委
員
会
を
設
置
、
委
員
に

副
議
長
と
各
常
任
委
員
会

か
ら
２
名
を
選
出
し
、
次

の
７
名
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

委
員
会
構
成

委 

員 

長

　
　
　
　
　

幸
治　

正
雄

副
委
員
長

　
　
　
　
　

江
澤　

利
文

委　
　

員

　
　
　
　
　

鵜
澤　
　

弘

　
　
　
　
　

中
村　

義
德

　
　
　
　
　

東
條　

勝
昭

　
　
　
　
　

今
関　

澄
男

　
　
　
　
　

久
保
田
洋
之

質

疑

〔
市
原
時
夫
議
員
〕
各
種

委
員
の
報
酬
は
、
国
県
で

決
ま
っ
た
部
分
や
町
独
自

で
決
め
る
も
の
な
ど
、
必

ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
が
、

ど
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
て

い
る
か
。

〔
総
務
課
長
〕
町
独
自
で

決
め
た
報
酬
額
で
あ
り
、

通
常
の
委
員
と
同
様
に
設

定
し
ま
し
た
。

（
議
案
第
２
号
）

　

睦
沢
町
税
条
例
の
一
部

改
正

　

固
定
資
産
税
及
び
町
県

民
税
の
前
期
分
を
第
１
期

の
納
期
限
ま
で
に
一
括
し

て
納
付
し
た
場
合
の
前
納

報
奨
金
制
度
を
平
成
22
年

度
よ
り
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

質

疑

〔
市
原
時
夫
議
員
〕
廃
止

の
理
由
と
し
て
、
当
初
の

目
的
が
達
成
で
き
た
と
し

て
い
る
が
、
何
が
達
成
で

き
た
の
か
。

〔
税
務
住
民
課
長
〕
徴
収

の
早
期
確
保
や
納
税
意
識

の
高
揚
が
目
的
で
し
た
が
、

本
町
の
徴
収
率
も
非
常
に

良
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
で
す
。

（
議
案
第
３
号
）

　

睦
沢
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正

　

健
康
保
険
法
施
行
令
等

の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の

で
す
。

　

本
町
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
平
成
21
年
10

月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３

月
31
日
ま
で
の
出
産
に
か

か
る
出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
額
を
38
万
円
か
ら
42

万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。

質

疑

〔
市
原
時
夫
議
員
〕
全
国

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
平
均
値
の
こ
と
だ
が
、

県
内
や
郡
内
で
は
。

〔
国
保
健
康
担
当
主
幹
〕

県
内
の
平
均
は
44
万
２
千

円
で
す
。
本
町
の
方
が
利

用
さ
れ
る
産
科
医
療
機
関

の
平
均
は
、
47
万
４
千
円

で
す
。

〔
議
員
〕
県
内
、
郡
内
に

合
わ
せ
る
と
、
47
万
円
く

ら
い
が
適
当
で
は
。

〔
主
幹
〕
出
産
さ
れ
る
方

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と

い
う
国
の
基
準
に
合
わ
せ

て
い
ま
す
。

（
議
案
第
１
号
）

　

職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

防
災
会
議
委
員
の
報
酬

を
、
１
日
に
つ
き
５
千
500

円
と
す
る
も
の
で
す
。

総　　　　括　　　　質　　　　疑
〔
岡
澤
宏
一
議
員
〕
修
繕

費
が
多
額
だ
が
。

〔
町
長
〕
今
年
度
は
、
集

中
的
に
作
業
が
重
な
っ
た

た
め
、
破
損
さ
せ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
今
後
、
十

分
指
導
を
し
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

hhhhhhhhhhhhhhhhh

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh
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補
正
予
算

こ ん な こ と が 決 ま り ま し た
（
議
案
第
４
号
）

　

平
成
21
年
度
睦
沢
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　

２
億
９
千
411
万
２
千
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
予

算
額
は
28
億
７
千
16
万
１

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
地
方
交
付
税
、

分
担
金
及
び
負
担
金
、
国

県
支
出
金
の
追
加
で
、
繰

入
金
は
、
教
育
施
設
整
備

基
金
な
ど
の
追
加
と
中
学

生
の
海
外
交
流
事
業
を
取

り
や
め
た
こ
と
に
伴
う
減

額
で
す
。

　

歳
出
は
、
民
生
費
で
子

育
て
応
援
特
別
手
当
交
付

金
の
追
加
で
す
。

　

衛
生
費
で
は
女
性
特
有

の
ガ
ン
検
診
に
か
か
わ
る

補
助
金
、
薬
品
保
冷
庫
購

入
費
の
追
加
で
す
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、

上
市
場
地
先
の
炭
素
貯
留

関
連
基
盤
整
備
実
験
事
業
、

た
め
池
補
完
整
備
工
事
費

の
追
加
で
す
。

　

土
木
費
で
は
川
田
橋
架

け
換
え
工
事
費
、
町
道
舗

装
補
修
工
事
費
な
ど
の
追

加
で
す
。

　

教
育
費
で
は
小
学
校
給

食
棟
と
家
庭
科
室
改
修
工

事
、
こ
ど
も
園
及
び
各
小

中
学
校
の
教
職
員
用
パ
ソ

コ
ン
・
デ
ジ
タ
ル
放
送
整

備
費
な
ど
の
追
加
で
す
。

質

疑

〔
市
原
重
光
議
員
〕
政
権

が
変
わ
り
各
補
助
金
制
度

の
動
向
と
停
止
さ
れ
た
場

合
の
対
応
は
。

〔
町
長
〕
そ
の
時
点
で
協

議
し
な
が
ら
最
も
よ
い
選

択
肢
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

〔
地
域
振
興
課
長
〕
国
等

か
ら
具
体
的
に
凍
結
の
指

示
が
あ
る
も
の
は
、
上
之

郷
、
下
之
郷
地
先
の
堰
堤

体
補
修
工
事
で
す
。

　

実
施
の
指
示
が
あ
る
の

は
地
球
温
暖
化
対
策
の
炭

素
貯
留
関
連
基
盤
整
備
実

験
事
業
で
す
。

〔
幸
治
正
雄
議
員
〕
屋
根

や
外
壁
な
ど
に
設
計
変
更

が
あ
る
の
か
。

〔
教
育
課
長
〕
現
在
比
較

設
計
を
し
検
討
中
で
す
。

〔
今
関
澄
男
議
員
〕
給
食

施
設
は
セ
ン
タ
ー
方
式
を

検
討
し
た
の
か
。

〔
町
長
〕
現
状
で
進
め
、

将
来
は
検
討
し
ま
す
。

〔
市
原
時
夫
議
員
〕
耐
震

計
画
の
委
託
費
は
妥
当
か
。

〔
地
域
振
興
課
長
〕
国
の

計
画
に
基
づ
き
、
地
域
防

災
力
の
向
上
を
図
り
、
町

建
物
の
耐
震
診
断
改
修
を

促
進
す
る
も
の
で
す
。

　

地
震
防
災
マ
ッ
プ
や
、

建
物
耐
震
度
の
作
成
な
ど

を
行
い
各
戸
に
配
り
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま

す
。

〔
教
育
課
長
〕
小
学
校
改

修
工
事
請
負
費
、
こ
ど
も

園
・
公
民
館
の
備
品
購
入

費
な
ど
は
担
当
者
会
議
等

で
は
凍
結
と
聞
い
て
い
ま

す
。

〔
議
員
〕
凍
結
さ
れ
た
時

の
地
元
の
負
担
金
は
ど
う

な
る
の
か
。

〔
町
長
〕
立
案
時
は
想
定

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
現
実
に
沿
い
十
分
勘

案
し
な
が
ら
地
元
説
明
な

ど
で
理
解
を
得
て
い
き
ま

す
。

〔
議
員
〕
土
睦
小
学
校
給

食
棟
等
改
修
工
事
で
土
地

の
問
題
は
な
い
の
か
。

〔
教
育
課
長
〕
地
権
者
の

ご
厚
意
に
よ
り
利
用
形
態

は
今
ま
で
ど
お
り
で
良
い

と
の
こ
と
で
す
。

（
議
案
第
５
号
）

　

平
成
21
年
度
睦
沢
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

　

３
千
782
万
６
千
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
額

は
９
億
１
千
880
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金

で
、
介
護
従
事
者
臨
時
交

付
金
、
出
産
育
児
補
助
金

の
追
加
、
繰
越
金
な
ど
の

追
加
で
す
。

　

歳
出
は
、
保
険
給
付
費

の
高
額
療
養
費
特
別
支
給

金
、
積
立
金
、
諸
支
出
金

な
ど
の
増
額
で
、
総
務
費

は
人
件
費
の
減
額
で
す
。

（
議
案
第
６
号
）

　

平
成
21
年
度
睦
沢
町
老

人
保
健
特
別
会
計
補
正
予

算
　

４
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
予
算
額
は
213
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
医
療
費
交
付

金
過
年
度
分
の
追
加
で
、

一
般
会
計
繰
入
金
は
減
額

で
す
。

　

歳
出
は
、
償
還
金
に
審

査
支
払
手
数
料
返
還
金
の

追
加
で
す
。

改修予定の給食棟（土睦小）

給食内容の一例
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人
事
案
件

こ ん な こ と が 決 ま り ま し た

採
択
さ
れ
た
陳
情

採
択
さ
れ
た
請
願

提
出
の
決
ま
っ
た
意
見
書後期高齢者医療広域連合議会

ふるさと芸能発表会（ゆうあい館）

新しいブランコ（土睦小）

（
議
案
第
７
号
）

　

平
成
21
年
度
睦
沢
町
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

11
万
１
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
額
は
８
千

404
万
１
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
は
、
一
般
会
計
繰

入
金
と
繰
越
金
の
追
加
で

す
。

　

歳
出
は
、
職
員
の
異
動

に
伴
う
給
料
、
手
当
の
追

加
、
事
業
費
で
は
使
用
料

償
還
金
の
追
加
で
す
。

（
議
案
第
８
号
）

　

平
成
21
年
度
睦
沢
町
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

290
万
９
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
額
は
５
億

５
千
511
万
９
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
入
は
一
般
会
計
繰
入

金
で
人
件
費
と
事
務
費
な

ど
、
社
会
保
険
診
療
報
酬

支
払
基
金
の
財
源
と
し
て

繰
越
金
の
追
加
で
す
。

　

歳
出
は
、
人
件
費
、
公

用
車
の
諸
経
費
、
社
会
保

険
診
療
報
酬
支
払
基
金
へ

の
返
還
金
の
追
加
で
す
。

質

疑

〔
市
原
時
夫
議
員
〕
国
庫

支
出
等
の
過
年
度
分
の
返

還
金
は
こ
れ
で
確
定
か
。

〔
健
康
福
祉
課
長
〕
20
年

度
分
の
確
定
分
で
す
。
介

護
給
付
費
と
支
援
事
業
に

か
か
わ
る
も
の
で
す
。

（
議
案
第
９
号
）

　

平
成
21
年
度
睦
沢
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

８
万
３
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算

は
７
千
161
万
８

千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
は
、
一

般
会
計
繰
入
金

に
事
務
費
繰
入

金
の
追
加
で
す
。

　

歳
出
は
、
総

務
管
理
費
に
職

員
共
済
負
担
金

の
追
加
で
す
。

（
議
案
第
10
号
）

　

睦
沢
町
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
の
同
意

　

平
成
21
年
９
月
30
日
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
教
育

委
員
に
次
の
方
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

住
所　

睦
沢
町
寺
崎

　
　
　

１
６
７
８
番
地
１

氏
名　

市
原　
　

享　

氏

　

昭
和
25
年
６
月
24
日
生

（
議
案
第
11
号
）

　

睦
沢
町
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
の
同
意

　

平
成
21
年
９
月
30
日
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
教
育

委
員
に
次
の
方
を
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

住
所　

睦
沢
町
岩
井

　
　
　
　
　
　

57
番
地
４

氏
名　

石
井　

利
行　

氏

　

昭
和
13
年
５
月
５
日
生

（
陳
情
第
２
号
）

　
「
義
務
教
育
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意

見
書
」
採
択
を
求
め
る
陳

情
書

（
陳
情
第
３
号
）

　
「
国
に
お
け
る
平
成
22

（
２
０
１
０
）
年
度
教
育

予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見

書
」
採
択
に
関
す
る
陳
情

書（
請
願
第
３
号
）

　

細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防

す
る
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
予

防
接
種
化
を
求
め
る
国
へ

の
意
見
書
提
出
を
求
め
る

請
願
書

　

紹
介
議
員　

幸
治
正
雄

　

細
菌
性
髄
膜
炎
は
、

５
歳
未
満
の
子
供
た

ち
が
か
か
る
と
予
後

が
悪
い
感
染
症
で
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
、

４
回
接
種
で
約
３
万

円
の
自
己
負
担
に
な

っ
て
お
り
、
早
期
に

定
期
予
防
接
種
化
を

要
望
す
る
も
の
で
す
。

（
発
議
案
第
１
号
）

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意

見
書

（
発
議
案
第
２
号
）

　

国
に
お
け
る
平
成
22

（
２
０
１
０
）
年
度
教

育
予
算
拡
充
に
関
す
る
意

見
書

（
発
議
案
第
３
号
）

　

細
菌
性
髄
膜
炎
を
予
防

す
る
ワ
ク
チ
ン
の
早
期
予

防
接
種
化
を
求
め
る
意
見

書
　

こ
の
３
件
の
意
見
書
は

採
択
さ
れ
、
関
係
機
関
に

提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
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一　　　　般　　　　質　　　　問

予　算　書

南　川　橋（寺崎）

補
修
の
予
定
だ
が
、
架

け
換
え
も
要
望
し
ま
す

大
企
業
へ
の
働
き
か
け

進
展
せ
ず

道州制に反対し、
自立のまちづくり推進を

市		原		時		夫　議	員

町
政
の
課
題
を
問
う

町
政
の
課
題
を
問
う

検

討

し

ま

す

南
川
橋
の
架
け
換
え
を

住
民
参
加
へ
予
算
書

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を

雇
用
確
保
へ
大
企
業
の

社
会
的
責
任
を
求
め
よ

核
兵
器
廃
絶
平
和
を

か
た
ち
に
　
　  

　
　 

全
国
町
村
会
も

　
　

断
固
反
対
を
決
議

　

自
公
政
権
が
否
定
さ
れ

た
選
挙
結
果
を
受
け
止
め
、

地
方
自
治
破
壊
の
道
州
制

に
き
っ
ぱ
り
反
対
し
、
自

立
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
を

明
確
に
す
べ
き
で
は
。

〔
町
長
〕
こ
れ
ま
で
の
論

議
は
、
政
府
や
財
界
主
導

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

主
権
者
た
る
国
民
の
感
覚

か
ら
は
遊
離
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〔
議
員
〕
今
年
は
、
ア
メ

リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
が
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
追

求
す
る
と
発
言
し
、
平
和

へ
の
願
い
が
大
き
く
前
進

し
て
い
る
。

　

本
町
で
も
、
非
核
平
和

都
市
宣
言
が
な
さ
れ
、
町

長
は
じ
め
郡
内
町
村
長
も
、

核
兵
器
廃
絶
に
賛
同
表
明

を
さ
れ
て
い
る
。
一
宮
駅

前
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
平
和
宣
言
の
看
板

を
、
役
場
敷
地
内
に
設
置

し
、
平
和
へ
の
意
志
を
示

す
べ
き
だ
。

〔
町
長
〕
今
後
検
討
し
ま

す
。

　

道
州
制
の
導
入
に

よ
っ
て
さ
ら
に
市
町

村
合
併
を
強
制
す
れ

ば
、
多
く
の
農
山
漁

村
の
住
民
自
治
は
衰

退
の
一
途
を
た
ど
り
、

ひ
い
て
は
国
の
崩
壊

に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
と
思
い
ま
す
。
多

様
な
地
方
自
治
体
の

存
在
こ
そ
が
こ
の
国

の
活
力
の
源
で
あ
り

ま
す
。

　

全
国
町
村
会
も
道

州
制
に
断
固
反
対
の

特
別
決
議
を
採
択
し

て
お
り
ま
す
。

〔
議
員
〕
寺
崎
の
北
川
橋

は
架
け
換
え
が
終
了
し
、

一
宮
橋
も
完
成
し
た
。

　

一
方
、
南
川
橋
は
歩
道

も
な
く
、
増
水
時
に
は
橋

げ
た
に
水
が
つ
く
状
態
だ
。

架
け
換
え
を
す
べ
き
で
は
。

〔
町
長
〕
南
川
橋
は
、
36

年
が
経
過
し
て
お
り
、
調

査
で
腐
食
・
劣
化
が
著
し

く
、
県
が
補
修
を
実
施
し

ま
す
。

　

架
け
換
え
を
し
て
ほ
し

い
と
の
立
場
で
努
力
し
ま

す
。

〔
議
員
〕
町
の
第
２
次
総

合
計
画
の
住
民
参
画
・
協

働
の
具
体
化
の
意
味
で
も
、

町
の
予
算
書
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
た
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
を
町
民
向
け
に
発

行
し
て
は
ど
う
か
。
予
算

も
一
宮
町
で
は
40
万
円
程

度
と
聞
い
た
が
。

〔
町
長
〕
実
施
計
画
や
く

ら
し
の
便
利
帳
な
ど
の
有

効
活
用
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
は
そ
の
よ
う
な
方
向
で

検
討
し
ま
す
。

〔
議
員
〕
町
民
雇
用
へ
影

響
が
出
て
い
る
大
企
業
の

雇
用
に
対
す
る
社
会
的
責

任
を
求
め
る
ベ
き
で
は
。

〔
町
長
〕
町
内
工
場
の
機

能
移
転
に
伴
う
人
員
削
減

は
行
わ
な
い
と
の
回
答
を

得
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
企
業
へ
の
働

き
か
け
は
進
展
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
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学
力
向
上
の
具
体
的
対
応
を

荻

野

新

衞

議

員

平
均
で
す

今
後
検
討
し
ま
す

授業風景（土睦小）

合同研修会（ゆうあい館）

一　　　　般　　　　質　　　　問

長生郡町村議会議員・
事務局職員合同研修会に参加

　

教
育
は
テ
ス
ト
の
成
績

だ
け
で
は
な
い
が
、
努
力

し
た
結
果
は
気
に
な
る
。

　

習
熟
度
の
観
点
か
ら
も

き
め
細
か
い
発
表
が
必
要

と
思
う
が
。

〔
教
育
課
長
〕
学
力
差
は

あ
り
ま
し
た
。
学
力
差
を

で
き
る
だ
け
少
な
く
し
、

学
力
の
底
上
げ
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

携
に
よ
り
有
意
義
な
夏
休

み
を
送
っ
た
と
思
い
ま
す
。

〔
議
員
〕
休
み
が
多
す
ぎ

る
と
思
う
。
教
育
委
員
会

で
夏
休
み
の
短
縮
が
で
き

る
の
で
は
。

vvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvv

vvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvvv

授
業
日
数
を
増
や
す

考
え
は

学
年
間
の
学
力
差
は

学
力
向
上
に

　

取
り
組
ん
で
い
ま
す

〔
議
員
〕
教
育
予
算
を
増

額
す
れ
ば
、
学
力
は
向
上

す
る
の
か
。
知
恵
を
出
し
、

知
恵
を
使
い
、
成
果
を
出

す
時
期
に
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

　

年
365
日
の
間
、
生
徒
の

将
来
あ
る
べ
き
人
生
の
た

め
に
学
校
で
の
時
間
を
ど

う
使
う
か
が
１
つ
の
大
き

な
課
題
と
思
う
。
夏
休
み
、

冬
休
み
、
春
休
み
、
週
休

２
日
、
祝
日
と
、
授
業
日

数
は
220
日
ほ
ど
し
か
な
い

の
で
は
。

〔
教
育
課
長
〕
学
力
調
査

の
結
果
は
、
全
国
平
均
で

は
、
小
中
学
校
と
も
や
や

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

県
内
平
均
で
は
、
小
学

校
は
同
じ
、
中
学
校
は
上

回
っ
て
い
ま
す
。

〔
議
員
〕
学
年
の
学
力
差

に
つ
い
て
、
あ
る
新
聞
に

よ
れ
ば
経
済
や
物
的
差
で

75
％
の
差
が
あ
る
と
発
表

さ
れ
て
い
る
。
物
的
要
素

で
学
力
の
差
が
出
る
の
は

義
務
教
育
の
過
程
で
良
く

な
い
と
考
え
る
が
。

　

教
育
委
員
会
へ
の

１
つ
の
問
題
提
起
と

し
て
、
夏
休
み
を
短

縮
し
て
各
課
題
を
ク

リ
ア
に
す
る
考
え
が

あ
っ
て
も
良
い
と
考

え
る
が
。

〔
教
育
課
長
〕
中
学

校
で
は
希
望
者
に
対

し
、
夏
休
み
に
学
習

相
談
と
い
う
１
時
間

30
分
の
勉
強
会
を
49

回
設
け
、
延
べ
139
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

小
中
学
校
と
も
に

部
活
動
、
学
校
、
町

の
教
育
機
関
と
の
連

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v

　

８
月
19
日
、
長
生
郡
町

村
議
会
議
長
会
の
主
催
に

よ
る
町
村
議
会
議
員
・
事

務
局
職
員
合
同
研
修
会
が
、

睦
沢
ゆ
う
あ
い
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

元
自
衛
隊
員
の
佐
藤
正

久
氏
を
講
師
に
迎
え
「
現

場
を
知
る
か
ら
こ
そ
、
見

え
て
く
る
も
の
」
を
題
と

し
て
鳥
の
目
、
魚
の
目
、

虫
の
目
に
例
え
た
鋭
い
見

極
め
な
ど
議
員
と
し
て
の

心
構
え
を
研
修
し
今
後
の

地
方
自
治
に
生
か
せ
る
研

修
で
し
た
。

〔
教
育
課
長
〕
保
護
者
、

学
校
側
と
対
応
し
、
今
後

検
討
し
ま
す
。
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川
　
瀬
　
橋
　
③

　

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
も
、

樹
上
か
ら
降
り
注
ぐ
セ
ミ

の
声
も
い
つ
の
間
に
か
去

り
、
秋
の
風
に
コ
ス
モ
ス

の
花
が
揺
れ
、
秋
の
夕
焼

け
に
心
染
ま
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
実
り
の
秋
」

で
す
。
売
り
場
に
は
、
新

米
は
も
ち
ろ
ん
、
野
菜
、

果
物
な
ど
多
彩
な
「
秋
の

味
覚
」
が
と
こ
ろ
狭
し
と

並
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
が

お
い
し
い
料
理
と
な
っ
て

容
赦
な
く
食
欲
を
刺
激
し

て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

う
ま
い
も
の
が
あ
れ
ば
、

お
酒
も
よ
り
す
す
み
ま
す
。

　

今
回
は
「
食
欲
の
秋
」

「
秋
の
夜
長
」
に
誘
惑
さ

れ
つ
つ
、
議
会
だ
よ
り
の

編
集
作
業
で
す
。

　

作
業
に
行
き
詰
ま
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
つ
い

手
が
伸
び
て
し
ま
い
そ
う

で
す
が
、
天
高
く
我
れ
肥

ゆ
る
秋
に
な
ら
ぬ
よ
う
腹

八
分
で
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　

川
瀬
橋
は
瑞
沢
川
と
一

宮
川
と
の
合
流
点
近
く
に

架
か
る
本
町
最
長
の
橋
で
、

「
川
島
八
景
」
で
詠
わ
れ

た
「
川
瀬
之
晴
嵐
」「
久

保
川
之
帰
帆
」
の
景
勝
が

あ
り
ま
す
。

　

明
治
時
代
ま
で
の
川
瀬

橋
は
一
宮
川
の
洪
水
で
た

び
た
び
流
さ
れ
、
そ
の
都

度
川
島
区
の
負
担
で
架
け

換
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

大
正
２
年
に
な
っ
て
土
睦

村
の
費
用
に
よ
り
架
け
換

え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
大
正
２
年
の

川
瀬
橋
も
ま
た
昭
和
13
年

10
月
21
日
の
大
水
害
で
流

失
し
た
こ
と
で
翌
昭
和
14

年
に
架
け
換
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

昭
和
14
年
の
川
瀬
橋
は

幅
員
3.2
メ
ー
ト
ル
、
橋
の

延
長
は
42
メ
ー
ト
ル
、
大

正
２
年
の
旧
橋
よ
り
も
約

１
メ
ー
ト
ル
高
く
、
冠
水

す
る
懸
念
が
な
く
な
っ
た

と
思
わ
れ
、
昭
和
23
年
と

28
年
に
補
強
も
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
35
年
に
、
河
川
改

良
工
事
の
た
め
20
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
延
長
し
た
新
し
い

川
瀬
橋
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

折
し
も
昭
和
35
年
８
月

20
日
の
夜
、
台
風
14
号
が

房
総
半
島
を
か
す
め
上
総

地
域
に
豪
雨
が
降
り
、
川

瀬
橋
が
水
害
で
崩
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

今
度
の
川
瀬
橋
は
木
造

で
は
な
く
鉄
と
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
の
橋
で
、
昭
和
35

年
９
月
15
日
に
橋
の
下
部

の
工
事
を
始
め
、
12
月
20

日
に
下
部
が
竣
工
。
昭
和

36
年
５
月
に
上
部
の
工
事

に
取
り
か
か
り
、
昭
和
37

年
２
月
28
日
に
完
成
し
、

竣
工
式
が
４
月
25
日
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
度
の
川
瀬
橋
は
、
長

さ
63
・
14
メ
ー
ト
ル
、
幅

員
4.1
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費

１
千
104
万
円
の
う
ち
国
と

県
か
ら
397
万
円
、
村
か
ら

は
707
万
円
を
負
担
し
ま
し

た
。（「
広
報
む
つ
ざ
わ
」

昭
和
37
年
６
月
号
に
よ

る
）

木造だった昭和 14年架橋の川瀬橋

昭和 35 年８月の台風で崩れた川瀬橋

昭和 37年竣工の川瀬橋

睦
沢
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

学
芸
員
　
久 

野  

一 

郎

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

第4回（12月）定例会は
　12月18日（金）から
　開催の予定です。
詳しくは、
議会事務局  44-2510へ
お問い合わせください。

Ｋ
・
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